









ことで、史料は後の調査により 4 世紀～11 世紀初めのものと判明した 1）。
敦煌莫高窟第 17 窟史料群は 20 世紀最大の文化遺産発見と言われる。






1）　紀年のある文書で最古は 393 年、最新は 1002 年とされる。郝春文（山口正晃訳）『よみが


























国国家図書館と表記する。）その数約 14,000 点（但し、そのうちの 4,000









クト・ペテルスブルク）所長のイリーナ・ポポフは「1914─1915 年の S. 
F. オルデンブルクのロシア第 2 次トルキスタン調査団の成果となったの
は良く知られた 4─11 世紀の敦煌文書コレクションであり、これらは千仏
洞からもたらされた。細かな断簡を含めて約 1 万 9 千点を数えている。約
400 点の完全な巻物は S. F. オルデンブルクが現地の住人から入手したも
ので、断簡は考古学的発掘において発見されたものであった。6）」と述べ
5）　山口正晃「敦煌学百年」『唐代史研究』no. 14, 2011, p. 5─6. による。
6）　ポポフ、I.F.「ロシア科学アカデミー東洋学研究所サンクト・ペテルブルク支部（SPbF 


































後、そのうちの写本 620 点は 1954 年に北京図書館に移管された。旅順博





















vol. 14, 2002, p. 38.
11）　井ノ口泰淳「龍谷大学図書館蔵大谷探検隊将来敦煌古寫写経について」『仏教学研究』


























































15）　Bacot, Jacques et Marcelle Lalou, Inventaire des manuscripts tibétains de Touen-
houang conservés à la Bibliothèque nationale, Première partie. Paris, 1939.
16）　Giles, L. Descriptive Catalogue of the Chinese Manuscripts from Tunhuang in the 
British Museum, London, 1957.
17）　Du Weisheng, ‘The restoration of the Dunhuang Manuscripts in the National 





























18）　Cohen, Monique, ‘The conservation of Cave 17 materials in the Bibiliothèque 















「現在の帳簿にある 26,500 点は、1929 年の登録に比べ金属器等が約 2,300












20）　Cohen, 前掲（18）, p. 33.
21）　王宇「中国の大谷コレクション─旅順博物館におけるその整理と研究状況」『文化遺産』
vol. 14, 2002, p. 39.
22）　栄新江「中国の敦煌学研究と国際的視野」『シルクロード研究』no. 5, 2008, p. 120.

























24）　Cohen, 前掲（18）, p. 33─34.
25）　今枝由郎「フランス国立図書館所蔵ペリオ将来敦煌チベット語文献について」『仏教学セ
ミナー』no. 68, 1978, p. 78.


























27）　藤枝晃「ペリオ＝コレクション複写始末記」『図書』no. 201, 1966, p. 9.
28）　竹内紹人「スタイン蒐集トルキスタン出土古チベット語文書─概要とカタログ作成プロ
ジェクト」『内陸アジア言語の研究　11』1996, p. 132. 文中の「松岡さん」は英国図書館東
洋資料保存部（当時）の松岡久美子氏のこと。
29）　Matsuoka, Kumiko, ‘Shift in attitudes: changing face of collection care’, Scientific 
Analysis, Conservation and Digitization of Central Asian Cultural Properties, 





























32）　Cohen, 前掲（18）, p. 33.
33）　Silvie, Nathalie. ‘Le reconditionnement des fragments de la collection Pelliot 
conservèe à la Bibliothèque nationale de France’, Conservation des manuscripts de 































材の研究』vol. 52, no. 10, 2007, p. 147.
35）　出典：van Schaik, Sam et al. ‘The Conservation of the Stein Tibetan manuscripts’ 
IDP Newsletter Issue, no. 29. 2007.
36）　同上
37）　林望『書藪巡歴』新潮社，1995, p. 82─84.
38）　Barnard, Mark and Francis Wood, ‘A short history of the conservation of the 
Dunhuang manuscripts in London’, The Silk Road, The British library, 2004, p. 101.




























































































































　フィレンツェ水害後の重要な成果の 2 つ目として「IFLA 資料保存の原
則」47）の制定が挙げられる。
　IFLA（国際図書館連盟）はフィレンツェ水害後、資料保存を課題とす
る委員会を 1973 年に立ち上げた 48）が、同委員会の初期の重要な業績が
「IFLA 資料保存の原則」（1979 年）制定である。
　同「原 則」の 原 題 は Principles of Conservation and Restoration in 
Libraries で、ここでいう Conservation は「予防的保存」、Restoration
（修復）は「治療的保存」を意味する。資料保存は「予防」と「治療」の
46）　カルメス、アラン（木部徹訳）『文書館の紙資料保存─理論と実践』『文書管理通信』no. 
28, 1996, p. 2─13.
47）　Members of the Standing Committee of the IFLA Section on Conservation 
‘Principles of Conservation and Restoration in Libraries. IFLA Journal, vol. 5, no. 4, 
1979, p. 292─300.












































51）　出典：Cuissance, Françoise, ‘Une approche de la《dérestration》’ Conservation des 











所蔵李柏文書の場合、2000 年～2002 年に、1953 年に貼られた台紙を除去
して元の状態に戻し、そのうえで脆弱で取扱いが困難になっている箇所へ
のブリッジ（薄い細片紙による橋渡し留め）による最小限の介入処置を行
った。そして 2 通の文書に 2 箱の桐箱を用意して収納した。李柏文書にも
脱修復処置、保存容器収納の適用が行われた 52）。
　以上を計画的、大々的に進めたのは中国国家図書館である。












宝修理装潢連盟　第 12 回定期研修会報告集』2007, p. 12─13. が詳しい。
53）　周崇潤「中国古籍の保存と修復」『アジア古籍保存講演会記録集』東京大学東洋文化研究














資料保存の原則」（1979 年）も、1970 年代～80 年代の酸性紙問題への各
国図書館での対処を背景に、1986 年に改訂され、さらにその実務編と位
置付けられる三訂版が 1998 年に刊行された。



















































































































第 4 期：1990 年代後半以降
　1980 年代の酸性紙問題への取組みは「IFLA 資料保存の原則」の改
訂（1986 年）を喚起し、資料保存はコンサベーションからコンサベー
ションを包摂する保存マネジメント（プリザベーション）へとパラダイ
ム・シフトした。こうしたプリザベーションの理解が、1990 年代に入
り、敦煌文書の保存計画にも適用されるようになった。
　この時期、特記すべきはプリザベーションの理論枠組みを踏まえた
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IDP 計画のスタートである。IDP はデジタル・インターネット環境を
基盤とする国際協力計画で、それにより敦煌文書へのアクセス性が著し
く改善され、同時に原資料保存のための知識・経験・技術の国際共有、
資料保存のための研究者と実務者との交流などが進捗した。
　以上の 4 期の区分を資料保存の考え方と取組み方の視点で総括すれば、
他の多くのアーカイブズ・図書館蔵書の場合と同様に、敦煌文書において
もフィレンツェ水害を契機とするコンサベーション原則の確立及び酸性紙
問題への対処を背景とするプリザベーション・パラダイムの成立が資料保
存の取組みの分水嶺を為すと言えよう。
　こうした史料保存の歴史的発展に即して敦煌文書の保存が世界的に進め
られてきたことは高い評価に値する。しかし残された課題も少なくない。
例示すれば、IDP は現在進行形のプロジェクトで未完了、同プロジェク
トの参加機関が日本では特に日本では龍谷大学のみ、資料保存状態の査定
とそれに基づく計画的な対処は英国図書館の中絶に見られるように道半ば、
困難なマイクロフィルム、デジタル・ファイル等の複製メディアの長期保
存、防災計画が特に中小規模の所蔵機関で未着手、などである。また、断
簡等の資料整備、保管条件整備が急務とされる機関もある。原資料保及び
複製メディアの保存、文書のデータベース化・インターネット公開等にお
いて、全体として見れば、敦煌文書保存の取組みは未だ発展途上と見るの
が妥当ではないだろうか。
　上記を踏まえた上で記すと、数奇とも言いうる運命を辿った敦煌文書保
存の一世紀の歴史から、修復に関する知見、コンサベーションの取組み、
セキュリティー、複製技術適用による情報資源化、IDP による国際的連
携協力、司書・アーキビスト・キュレーターと研究者との結びつき、保存
科学と保存技術の連携など、我々が学び、参考とすべき点は多い。貴重史
資料はもとより、一般史資料においても、敦煌文書保存において取り組ま
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れてきたコンサベーションとプリザベーションは、すべての図書館・アー
カイブズ保存の礎をなす。敦煌文書保存の過去の一世紀は、我々が貴重な
史資料を遺し活かすために、今後、長期的視野に立って何を考え、どのよ
うに取り組むべきかの点で貴重な指針を示し、多くの示唆を与えてくれる。
この点は、対象がアナログ資料であってもデジタル情報であっても変わら
ない。
